
　平成18年 2 月に策定されたつがる市行政改革大綱を具体化するため、平成17年度から平成21年度までの 5年間
の具体的な取り組みを、数値や指標を用いて実施計画として策定しています。
　項目ごとに平成20年度の取り組み状況をお知らせします。

1 ．事務事業の再編・整理、廃止、統合 
  　本庁・支所の各部局内における既定の事務事業について絶えず見直しを
行い、限られた資源の有効活用を図り、効率的かつ効果的な事業の実施に
努めていきます。

Ｈ20までに取り組んだ主な事項

　支所業務の見直し、情報公開の推進、職員研修の推進、スクールバスの運営と
運転手業務の見直し、職員提案制度の制定など

Ｈ20以降も検討又は継続して取り組む事項

　各種委員会・協議会等の統廃合、各種団体事務の見直し、組織機構の見直し、
行政評価制度の導入、情報公開の推進

2 ．民間委託等の推進（指定管理者制度の活用を含む） 
　 　公共施設の管理運営の効率化を図るため、業務内容や施設の設置目的を考慮しつつ、市民の利用形態、ニー
ズの把握に努め、管理運営方法において積極的に統合や民間活力の導入を推進していきます。

施 設 区 分 取 組 内 容（主な施設）
①レクリエーション・スポーツ施設 「稲穂いこいの里」「つがる地球村」ほか指定管理者制度

②産業振興施設 「むらおこし拠点館フラット」「稲垣ライスセンター」ほ
か指定管理者制度

③基盤施設 「柏ふるさと交流センター」「道の駅アーストップ」ほか
指定管理者制度

④文教施設 「三ツ館コミュニティセンター」「木造ふれ愛センター」
ほか指定管理者制度

⑤医療・社会福祉施設 「稲垣特別養護老人ホーム」「木造福祉センター」ほか指
定管理者制度

⑥その他 「森田農村環境改善センター」指定管理者制度

3 ．定員管理の適正化 
　 　事務事業の見直しやＯＡ化の取り組みにより、計画的に定員管理の適正化に努めてきたところですが、「つが
る市定員適正化計画」の実施と職員勧奨退職者制度の実施により定員の適正化を達成するよう努めていきます。

部　　　門 区　　分
計　画
前年度

計 画 期 間 の 状 況（人）
（Ｈ22は現時点における見込）

Ｈ22
4．1

期間内計
（Ｈ22－Ｈ17）

Ｈ16 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 人数 純減率

一 般 行 政

計画
現員（4．1現在） 440 444 439 429 418 400 381 △63 △14．2

対前年増減数 　　4 △5 △10 △11 △18 △19

実績
現員（4．1現在） 440 444 432 409 391 369 350 △94 △21．2

対前年増減数 　　4 △12 △23 △18 △22 △19

そ の 他
特別行政
部門・公営（ 企 業 等 ）

計画
現員（4．1現在） 218 324 320 319 316 314 312 △12 △3．7

対前年増減数 106 △4 △1 △3 △2 △2

実績
現員（4．1現在） 218 324 322 317 313 312 314 △10 △3．1

対前年増減数 106 △2 △5 △4 △1 　2

総 　 計

計画
現員（4．1現在） 658 768 759 748 734 714 693 △75 △9．8

対前年増減数 110 △9 △11 △14 △20 △21

実績
現員（4．1現在） 658 768 754 726 704 681 664 △104 △13．5

対前年増減数 110 △14 △28 △22 △23 △17
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つがる市集中改革プラン取組状況（平成20年度までの実績）

H20までの目標に対する達成率

実施済
84.6％

未実施
・検討
15.4％

H20までの目標に対する達成率

実施済
97.6％

未実施
・検討
2.4％



4 ．手当の総点検をはじめとする給与の適正化 
　 　職員の給与等については国や県の公務員制度改革の動向を踏まえ、民間
準拠を基本に市民の理解が得られる給与制度や諸手当等の適正化を図りま
す。

取組項目 これまでの取組内容
昇給制度の見直し 人事評価制度の導入を検討中、Ｈ21から試行的に導入
退職時特別昇給の廃止 Ｈ19から廃止済み

特殊勤務手当の見直し

・ 火葬手当、救急救命業務手当、水火災等出勤業務手
当をＨ21から廃止

・ 保育士、教諭手当をＨ19から段階的に削減しＨ21か
ら廃止

5 ．第三セクター（地方公社を含む。）の見直し 
　 　社会経済情勢や行政ニーズの変化に対応し、第三セクターあるいは公社
としての目的を効果的かつ効率的に展開しながら、経営状況の情報公開に
取り組むよう助言と指導を行っていきます。

対象となる第三セクター等 これまでの取組内容

○つがる地球村㈱
○㈳つがる農業開発公社
○㈳屏風山野菜振興会
○つがる市土地開発公社

Ｈ20見直し指針・計画を策定
土地開発公社は経営健全化計画を策定済み
つがる市の情報公開制度に準じた情報公開を要請
する
経営状況を説明する書類の提出をもとめ、必要に
応じて市の監査委員により監査する

6 ．経費節減等の財政効果関係 
　 　今後急速に進む少子高齢化等の社会経済情勢の変化に対応した自主的で自立性の高い財政運営を図るため、
歳入の確保、歳出の合理化に取り組み、健全な財政運営に努めていきます。　　　　　　　　　　（単位：千円）

項　　　目
　 　 効 果 額 　 　
17 年 度 18 年 度 19 年 度 20 年 度 計
計画 実績 計画 実績 計画 実績 計画 実績 計画 実績

歳
入
確
保
策

超過課税・法定外税の新設等 7，100 0 189，100 5，126 189，100 9，288 385，300 14，414
税 の 徴 収 対 策 7，585 9，114 8，782 14，713 9，219 11，782 25，586 35，609
使用料・手数料の見直し 1，855 4，118 5，537 6，005 5，537 8，075 11，074 20，053
未利用財産の売り払い等 4，819 34，706 26，579 66，104
そ の 他 3，278 4，172 53，111 160，204 53，111 166，776 109，500 331，152
歳 入 確 保 策 計 0 1，855 17，963 22，223 256，530 220，754 256，967 222，500 531，460 467，332

　

　

歳

出

削

減

策

　

　

　

人

件

費

削

減

　

職員削減（議員含む） 80，800 118，797 220，100 394，783 371，200 659，048 672，100 1，172，628

給
与
等
削
減

職 員
給料 245，978 118，786 161，472 245，978 280，258
手当 19，081 10，228 20，727 21，748 22，353 23，587 62，161 55，563

三役等特別職 給料 4，456 4，696 4，456 4，696
計 0 0 269，515 133，710 20，727 21，748 22，353 185，059 312，595 340，517

そ の 他 3，500 3，500 10，444 3，624 10，444 3，624 24，388 10，748
うち福利厚生事業 △1，500 △1，500 △1，500 △1，500

組 織 の 統 廃 合 31，186 10，714 31，186 22，647 62，372 33，361
民間委託による事務事業費削減 9，343 9，343
補助金等の整理合理化 12，100 13，206 12，100 20，400 12，100 28，208 36，300 61，814
内部管理経費の見直し 36，946 9，128 36，946 26，707 36，946 41，088 110，838 76，923
その他事務事業の整理合理化 61，959 20，745 61，959 20，745 61，959 20，745 185，877 62，235
そ の 他 500 138 64，835 34，640 83，474 35，757 77，243 42，386 226，052 112，921
歳 出 削 減 策 計 500 138 529，655 333，726 476，936 534，478 623，431 1，012，148 1，630，522 1，880，490
合　　　　計 500 1，993 547，618 355，949 733，466 755，232 880，398 1，234，648 2，161，982 2，347，822

平成20年度までの経費節減等の財政効果（当初計画）　　①2，161，982千円
平成20年度までの経費節減等の財政効果（実績（見込））②2，347，822千円

達成率（②／①）108．6％
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H20までの目標に対する達成率

実施済
83.3％

未実施
・検討
16.7％

H20までの目標に対する達成率

実施済
100％
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　柏地区自治会員ら約270人が 7月 2日、県道妙堂崎 五所川原

線（サークルＫつがる柏広須店から五所川原大橋まで）の約3．5

㌔の沿道に花を植えました。

　会員らは11区間に分かれて黄色とオレンジ色のマリーゴール

ド6，000本を植え、つがる市内を訪れる人やお盆で帰省するみな

さんを気持ちよく迎え入れようと、丹精込めて植えていました。

沿道に6，000本の花植える

　 7月 4日、森田公民館でコンテナガーデニング教室が行われ、
市民ら約20人が参加しました。同教室の講師にはグリーンコー
ディネイターの桜庭るみ子さんを招き、参会者は夏の暑さに強
い八重咲きゼラニューム、ニチニチソウ、ベコニア、サザランティ
などの植物を組み合わせながら、鉢に寄せ植えしていました。
　桜庭さんは「夏の寄せ植えは、植物の管理しだいでは来年ま
で楽しめます」と話しており、参加者は完成した寄せ植えの出
来栄えをみんなで観賞していました。

コンテナガーデニング教室

　木造中学校（三浦正人校長）の 3年生約180人と保護者ら約20

人が 7月 6日、出来島海水浴場の海岸を清掃奉仕しました。

　海岸清掃は、旧木造西中学校の生徒たちがボランティア活動

として行っていた伝統を引き継いで行われたもので、生徒たち

は砂浜に散乱する空き缶、プラスチック類、粗大ごみ、ビン類

などを分別しながら拾い集め、環境美化に貢献していました。

木造中、海開き前の海岸清掃に汗流す

　市観光協会（伊藤良二会長）は 7月 8日、亀ヶ岡公園で植樹

祭を行い、ツツジやアジサイの苗木など約100本を植えました。

　同協会は同公園内に述べ600本もの苗木を植樹しており、こ

の日も福島市長はじめ協会会員や協力団体ら約20人が参加して、

苗木を 1本 1本丁寧に植え、苗木の生長を願っていました。

　公園では毎年、桜の花が咲き終わると、ツツジ、アジサイと

季節ごとに花を楽しむことができ、憩いの場となっています。

亀ヶ岡公園で植樹祭

　育実保育園（平田昌子園長）の園児ら59人が 7 月 9 日、桑寿園
を訪れ、施設入所者とミニ新幹線に乗車して交流を深めました。
　育実保育園では、青森県民共済生活協同組合が主催する地域
交流事業を活用して、交通ルールを楽しく学び、高齢者との交
流を図ろうと開催。桑寿園の駐車場には、外周60ｍの線路が設
営され、園児たちは踏切の渡り方などを学んだ後、ミニ新幹線
に入所者と一緒に乗車しながら、楽しいひとときを過ごしてい
ました。

ミニ新幹線に乗車し園児と入所者が交流
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　 7月18日の海開きに先立ち、同日の午前11時からマグアビー
チで水難事故が発生しないようにと安全祈願祭が行われました。
　祈願祭には、佐藤副市長をはじめ、米陸軍車力通信所のカー
ビー・Ｊ・アトウェル大尉や関係者ら約20人が参列して玉串を
ささげ、祈願しました。
　また、午前 9時には富萢町の子ども会や五所川原たばこ販売
組合女性部など約130人がボランティアでビーチのごみ拾いを
行い、地域の環境美化に貢献しました。

海水浴シーズン到来！マグアビーチで安全祈願祭

　津軽地方の三神社の使者（山の神：岩木山神社、里の神：猿
賀神社、海の神：髙山稲荷神社）を一堂に会し、豊年満作大漁
を祈願する大綱引き合戦が 7月20日、髙山稲荷神社で開催され
ました。
　毎年持ち回りで行っている同合戦には、各神社からの代表者
ら60人が参加し、白熱した綱引き合戦を繰り広げていました。
大会の成績は、横綱に地元の髙山稲荷神社、大関には岩木山神
社、関脇には猿賀神社となりました。
　来年は岩木山神社での開催予定となっています。

「豊年満作大漁」大綱引き合戦

　第 9回青森県つがる市柏全国凧揚げ大会が 7月19日、稲垣町
の岩木川河川公園で開催され、県内外から約130人の愛好者と12
団体が参加し、凧揚げの腕を競いました。
　同大会は、柏凧の会（三上光義会長）が主催。競技は子供の
部、県外伝統凧の部、一般の部、大凧の部に分かれて行われ、
凧の揚げ方、安定度、鳴りなどを競い合っていました。
　この日は風にも恵まれ、迫力ある大凧が空に舞い上がると、
会場からは大きな歓声が沸き上がっていました。

大空高く舞い上がれ、自慢の津軽凧

　性別の差別をなくし、男性も女性も共に共感できる社会を川
柳にしてみようと「ジェンダー川柳講座」が 7月18日、松の館
で開催されました。
　同講座は市男女共同参画推進委員会（工藤早苗委員長）が主
催し、市民ら約60人が参加。講師に青森県男女共同参画アドバ
イザーの鶴賀茂世氏を招き、「思い込みなどによる男女の差別
はやめ、人間が本来持つ能力を生かせる社会について考えてほ
しい」と話していました。講演終了後、参加者たちは自分の考
えを川柳にし、鶴賀先生が参加者の作品を講評して理解を深め
合いました。

男女共同参画に理解を深める

　木造の有楽町商店街で 7月20日、ジャズを聴きながら歩行者
天国を楽しむイベントが開催され、多くの市民らでにぎわって
いました。
　イベントを企画したのは、有楽町商店会の若手店主たち。商
店街を活性化してにぎわいを取り戻そうと行われました。
　沿道ではジャズミュージシャンがストリートライブを行い、
軽食などの出店も多数立ち並ぶなど商店街は活気にあふれてい
ました。また、午後 7時30分からはメインステージでセッショ
ンライブも開催され、多くのジャズファンが沿道を埋め尽くし
ていました。

ジャズを聴きながらホコ天「有楽町商店街」




